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高度 100 km付近の超高層大気は、地球温暖化、地震や火山、太陽活動など様々な要因で変動し、気候変動の予
測や宇宙天気予報の観点で重要な観測対象である。しかし、気球や人工衛星によるその場観測が難しい高度のた
め、観測データが乏しい。X線天文衛星による先行研究は、宇宙X線の大気減光を用いて超高層大気の鉛直密度
分布が測定可能であることを実証したが (Determan et al. 2007; Katsuda et al. 2021)、X線天文衛星による観
測では大気測定が可能なタイミングが限られており、データが離散的であるという問題点があった。我々は、宇
宙 X線背景放射 (CXB) の大気減光を継続的に測定する、超高層大気観測専用の X線カメラ SUIM (Soipix for
observing Upper atmosphere as Iss experiment Mission)を独自に開発している。太陽極大付近での打ち上げ・
運用を目指しており、国際宇宙ステーション (ISS) の曝露部に半年間搭載する計画である。X線カメラの主検出
器はX線 SOI-CMOSピクセル検出器XRPIXである。X線カメラはCPU組み込み FPGA (Zynq) を用いて自律
的に制御する。本講演では、Zynqを搭載した制御基板とXRPIXを搭載したカメラ基板を中心に、SUIMの開発
状況を報告する。


